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1. はじめに 

 白浜海象観測所は，京都大学防災研究所が持つ隔地施設の一つで，観光地として名高い白良浜のある和歌山県西

牟婁郡白浜町に位置している．白浜海象観測所は白浜町堅田に観測所を構え，定点観測施設として田辺湾湾口に田

辺中島高潮観測塔（写真-1）が設置されている． 

 白浜海象観測所が現在の場所に設置されたのは1966年であるが，観測活動は1961年から開始された．その始ま

りは，わが国最初の海洋観測塔として設置された旧観測塔（白浜海洋観測塔）であり，田辺湾の南，通称田尻クズ

レの鼻の沖合 300m，水深約 5m の岩礁に設置された（写真-2）．観測塔設置の背景には，船舶や浮標等による海洋

観測では，測定点が不正確になることや，船舶，浮標の動揺による計測精度への影響があり，定点における精度の

高い連続観測体制が必要になったことが挙げられる． 

 旧観測塔の設置により，気象（気圧，雨量，気温，風向・風速など）及び海象（水温，潮位，波浪，流向・流速

など）に関する項目が連続的に観測できるようになった．観測塔の立地として田辺湾が選ばれた理由としては，紀

伊水道を通じて外海と面し黒潮の影響を受けること，また台風の経路にも近いことなどがある．これらの現地観測

データを基に，沿岸海洋における諸過程を大気や陸面との相互の関連性から捉えること，および沿岸海域における

災害の抑止軽減のために台風などの暴風に伴う髙波浪，高潮などの諸問題に関する観測研究が行われてきた． 

 本稿は，田辺湾に設置された定点観測施設である田辺中島高潮観測塔において経年的に実施されてきた現地観測

活動について述べ，旧観測塔における観測成果についても合わせて示す．次の第2節では，白浜海象観測所におけ

る観測活動についてこれまでの経緯を踏まえて概説する．続く第3節では旧観測塔を含む観測活動で得られた主な

成果を示し，第4節では現在運用中の田辺中島高潮観測塔で展開されている観測結果について述べる． 

   

写真-1 田辺中島高潮観測塔   写真-2 旧観測塔（白浜海洋観測塔）   写真-3 観測船「海象」 



2. 白浜海象観測所における観測活動 

 白浜海象観測所は，定点観測施設として田辺湾湾口に田辺中島高潮観測塔，および観測船「海象」（写真-3）を

用いて，田辺湾を中心とした沿岸域における気象及び海象現象を総合的に観測しており，風向・風速計，日射計，

気温・湿度・気圧計，波高計，水温計（水深5m，10m）等の項目が常時観測されている． 

 図-1 は，旧観測塔および現在運用中の田辺中島高潮観測塔の位置を示したものである．先に述べたように，旧

観測塔は田辺湾湾口部に近い水深5m地点に設置され，定点観測施設として気象および海象の総合的な観測が始ま

り，旧観測塔設置当初は，気温，風向，風速，水温，塩分，潮位および波浪の連続観測が行われた．旧観測塔が設

置された1961年頃は，現地観測に必要となる計測器の開発が必要な時代であった．また，計測器を動作させるた

めの電力も十分ではなかったことから，計測器の省電力化や計測を間欠的に実施する方法などの開発が行われた．

また，流速については計測器の制約のために他項目のような連続観測データを得ることができず，田辺湾の海水交

流の研究も流れの実測データに基づくものではなく，水温，塩分濃度の記録などから間接的に議論されていた． 

 旧観測塔設置当初に実施された観測活動の一つに「海面境界過程の観測」がある（鳥羽ら，1971）．この観測は

1968年から1969年にかけて2回実施され，旧観測塔と塔の影響を避けるために設置されたポールを用いて風・波・

波の崩れ・海水滴を中心に計測が行われた．この観測では，風速計には三杯風速計，波高計には容量式波高計が使

用され，海水滴の計測には試薬フィルムを用いた手動インパクタを用いて，異なる高度における海水滴の採取を実

施している． 

 観測所の設置後，観測船が配備されたことにより，定点における連続観測体制に加えて，湾内における移動観測

により現象を空間的に捉えることができるようになった．観測塔における連続観測データから得られた現象の一つ

に，水温の Jump（急変）が挙げられる．特に，数日から 10 数日の間隔で発生する水温の Jump が確認され，紀伊

水道で見られる水温フロントとの関係が指摘された．この観測では，フェリーの海水取り込み時に水温を計測する

ことで，大阪湾内から紀伊水道におよぶエリアでの水温が計測された．これらフェリー航路沿いの水温計測結果と

田辺湾の観測結果を合わせて，紀伊水道全域の海況変動および水温フロントの変動と田辺湾における水温変動がよ

い対応を示すことが示されている（吉岡ら，1977）． 

 流速計測については，流速計への生物付着や係留系の揺れの影響などによる問題が指摘されていたが，超音波式

流速計の導入により，弱い流れも正確に捉えることができ，高速でのサンプリングが可能となったことから，流れ

の周期別変動成分についても求めることができるようになった．このような計測器の整備が進んだ結果，1981年 

 

図-1 田辺中島高潮観測塔，旧観測塔の位置 
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